
１．市政アンケート調査の概要

【案内：郵送・メール、回答：郵送・インターネット】

福岡市　市長室　広聴課

２．第３回調査の概要

５４３人

８４．８％

①「福岡市の広報活動」について

②「情報通信の利用状況」について

③「モラル・マナー」と「自転車安全利用」について

④「再犯の防止」について

３．注意点

（１）

（２） 小数点第２位を四捨五入しているため、百分率の合計が１００％にならない場合もあります。

（３） 複数回答ができる設問では、回答率の合計が１００％を超えることがあります。

（４） 今回の調査結果の詳細についてのお問い合わせは、各事業の所管課にお願いします。

令和５年度  市政アンケート調査
第３回結果報告(概要版)

（１）目的 ①本市の施策や事業に関するアンケートを実施し、施策推進の
　 ための参考とする。

②アンケート調査を通じ、市民の市政への関心や理解を深める。

（２）調査対象者 福岡市内に居住する満１８歳以上の市民６４７人（就任時）

①選考方法：住民基本台帳から無作為に抽出した市民の中から
                  承諾を得て依頼

②任期　　　：令和５年４月５日から令和６年３月３１日まで

（３）調査方法

（４）調査主体

（３）回答者数

（４）有効回答率

（５）調査テーマ

各設問の母数（調査の元になる数）は、（Ｎ＝）または（ｎ＝）で表記しています。ただし、グラフ中
に特に表記がないものについての母数は、各テーマ横にある（Ｎ＝）の数字となります。

（１）調査時期 令和５年７月２５日から８月８日まで

（２）調査対象者数 ６４０人



①「福岡市の広報活動」について（N=543）

◆年代別上位５項目

18～29歳（n=75）

30代（n=83）

40代（n=102）

50代（n=101）

60代（n=67）

70歳以上（n=115）

58.7

41.3

18.7

17.3

14.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市政だより（紙媒体）

福岡市ホームページ

福岡市LINE公式アカウント

SNS

テレビCM

93.1

50.5

26.7

18.8

14.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市政だより（紙媒体）

福岡市ホームページ

福岡市LINE公式アカウント

テレビCM

新聞・雑誌の紙面広告

74.7

49.4

28.9

13.3

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市政だより（紙媒体）

福岡市ホームページ

福岡市LINE公式アカウント

テレビCM

チラシ・パンフレット

94.0

44.8

25.4

23.9

17.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市政だより（紙媒体）

福岡市ホームページ

テレビCM

福岡市LINE公式アカウント

ふくおか市生活ガイド

84.3

49.0

30.4

16.7

11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市政だより（紙媒体）

福岡市ホームページ

福岡市LINE公式アカウント

チラシ・パンフレット

フリーペーパー

97.4

43.5

38.3

31.3

30.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市政だより（紙媒体）

新聞・雑誌の紙面広告

チラシ・パンフレット

テレビCM

ポスター

≪ 市政情報を得るために利用したことがある広報媒体≫

84.9
42.7

23.0
19.3

17.5
16.2

15.5
9.4

8.5
8.1

6.3
5.7
5.3
5.0
4.6
4.1

3.3
1.7

0.7
1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市政だより（紙媒体）

福岡市ホームページ

福岡市LINE公式アカウント

テレビCM
チラシ・パンフレット

新聞・雑誌の紙面広告

ポスター

ふくおか市生活ガイド

区役所の情報コーナー

フリーペーパー

SNS

市政だより（WEB 版）

情報プラザ

街頭ビジョン

市関連のメールマガジン

デジタルサイネージ

YouTube などの動画サイト

市政だより（PDF 版）

民間の情報アプリ

その他

複数回答

「市政だより（紙媒体）」が84.9%と最も多く、
次いで「福岡市ホームページ」が42.7%とな
りました。
年代別上位５項目でみると、「市政だより
（紙媒体）」の他に、60代以下では「福岡市
ホームページ」「福岡市LINE公式アカウント」
が上位に入りました。

※『 』は２つ以上の選択肢を合計して表したもの

例：『満足』＝「満足している」＋「どちらかといえば満足している」



どちらかといえば

満足している
60.4%

どちらかといえば

満足していない
7.7%

満足していない
1.8%

現状の生活では

特段、市の情報を必要としていない
8.1%

無回答
0.7%

46.8 

12.0 

27.7 

40.2 

50.5 

46.3 

86.1 

33.7 

36.0 

41.0 

40.2 

36.6 

46.3 

11.3 

9.9 

20.0 

21.7 

11.8 

5.0 

3.0 

1.7 

8.5 

32.0 

7.2 

7.8 

6.9 

1.5 

0.0 

1.1

0

0.0

2.4

0.0

1.0

3.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体

（N＝543）

１８～２９歳
(n=75)
３０代

(n=83)
４０代

(n=102)  
５０代

(n=101)
６０代

(n=67)  
７０歳以上

(n=115) 

38.5 

33.0 

44.2 

38.1 

48.8 

49.4 

39.0 

46.6 

3.3 

7.0 

5.2 

4.8 

0.4 

0.6 

1.5 

0.7 

8.5 

9.4 

9.4 

9.2 

0.6 

0.7 

0.7 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特集記事

（おおむね１～３面）

事業・制度の紹介

（おおむね４～７面）

情報BOX
（おおむね８～１５面）

区版

（おおむね１６面）

≪ 福岡市の情報発信に対する総合的な満足度≫

≪ 市政だより（紙媒体）を読む頻度≫

≪ 市政だよりの各記事は役に立つか≫

毎号
読んでいる

たまに
読んでいる

ほとんど
読んでいない

全く
読んでいない

無回答

役に立つ どちらかといえば
役に立つ 読まないのでわからない役に立たない 無回答

どちらかといえば
役に立たない

「毎号読んでいる」と回答した方は全体の46.8%となりました。年代別にみると、概ね年代が上がるにつれ

て、「毎号読んでいる」と回答した方の割合が高くなっています。

『役に立つ』と回答した方は「特集記事」で87.3%と最も多く、次いで、「区版」で84.7%という結果になりました。

満足している
21.2%

『満足している』

81.6%

◆年代別



②「情報通信の利用状況」について（N=543）

 ≪インターネットの利用状況≫年代別（過去3年間の調査と比較）

77.5

81.7

81.7

92.0

92.5

94.9

92.8

92.4

99.0

96.1

91.1

97.2

87.1

87.9

87.1

62.7

81.8

68.4

40.9

49.1

45.9

8.7

5.5

5.9

8.0

3.8

3.8

1.2

6.7

0.0

2.0

4.5

0.9

7.9

4.0

5.0

20.9

5.2

13.2

13.9

8.0

13.5

12.9

12.3

11.1

0.0

3.8

0.0

6.0

1.0

1.0

2.0

4.5

1.9

5.0

8.1

5.9

13.4

11.7

17.1

42.6

41.1

37.8

0.9

0.5

1.2

0.0

0.0

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.0

3.0

1.3

1.3

2.6

1.8

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 R5(N=543)

 R4(N=585)

 R3(N=574)

 R5(n=75)

 R4(n=80)

 R3(n=79)

 R5(n=83)

 R4(n=105)

 R3(n=101)

 R5(n=102)

 R4(n=112)

 R3(n=106)

 R5(n=101)

 R4(n=99)

 R3(n=101)

 R5(n=67)

 R4(n=77)

 R3(n=76)

 R5(n=115)

 R4(n=112)

 R3(n=111)

18～29歳

30 代

70歳以上

40 代

50 代

60 代

全 体

利用している（常日頃から）

利用している（常日頃は利用しないが、過去１年間に利用したことはある）

利用していない

無回答

過去３年間の調査から、全体で85.0％以上の方が、インターネットを『利用している』ことがわかります。



◆年代別（一部抜粋）

≪インターネットの利用目的≫

88.9

89.3

87.2

90.0

90.6

92.9

82.5

76.7

82.7

82.1

82.0

83.3

73.2

47.6

66.0

62.7

83.3

65.0

70.8

60.7

47.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=468）

18～29歳（n'=75）

30代（n'=78）

40代（n'=100）

50代（n'=96）

60代（n'=56）

70歳以上（n'=63）

全 体（n=468）

18～29歳（n'=75）

30代（n'=78）

40代（n'=100）

50代（n'=96）

60代（n'=56）

70歳以上（n'=63）

全 体（n=468）

18～29歳（n'=75）

30代（n'=78）

40代（n'=100）

50代（n'=96）

60代（n'=56）

70歳以上（n'=63）

■商品・サービスの購入

■各種手続き

94.4

88.9

76.7

69.0

66.0

65.4

26.7

18.8

9.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

連絡、情報交換

情報収集

商品・サービスの購入

支払・決済

各種手続き

デジタルコンテンツの入手・利用

情報発信

在宅勤務、テレワーク

オンライン授業の受講

その他
複数回答

年代別にみると、「情報収集」はいずれの年代においても８割を超える結果となりました。「商品・サービスの

購入」では50代が83.3％、「各種手続き」では30代が83.3%と最も高い割合となりました。

※『利用している』方が回答（n=468）

■情報収集



◆年代別（一部抜粋）

70.5

47.9

42.7

28.0

21.7

21.4

19.3

15.3

13.1

11.8

2.6

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身近な行政手続の利便性向上

各種支払の利便性向上

マイナンバーカードを利用した手続きの拡充

高齢者や児童生徒の情報活用能力の向上のための情報教育の充実

人工知能や小型センサーなどの先端技術を活用した取り組み

情報通信環境の充実

ＳＮＳやホームページを活用した市政情報発信

市政運営への市民参加の促進

地域活性化の取り組み推進

オンライン授業体制の拡充

その他

特にない 回答は５つまで

≪今後期待する福岡市のインターネットを利用した情報化の取り組み≫

70.5

64.0

75.9

74.5

81.2

74.6

55.7

28.0

10.7

25.3

22.5

24.8

40.3

41.7

11.8

14.7

13.3

10.8

12.9

10.4

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（N=543）

18～29歳（n=75）

30代（n=83）

40代（n=102）

50代（n=101）

60代（n=67）

70歳以上（n=115）

全 体（N=543）

18～29歳（n=75）

30代（n=83）

40代（n=102）

50代（n=101）

60代（n=67）

70歳以上（n=115）

全 体（N=543）

18～29歳（n=75）

30代（n=83）

40代（n=102）

50代（n=101）

60代（n=67）

70歳以上（n=115）

■高齢者や児童生徒の情報活用能力の向上のための情報教育の充実

■オンライン授業体制の拡充 年代別にみると、「身近な行政手続の利便性

向上」は、いずれの年代においても５割を超

える結果となりました。

「高齢者や児童生徒の情報活用能力の向上

のための情報教育の充実」は、70歳以上の

割合が最も高くなっています。

「オンライン授業体制の拡充」は、18歳～29
歳が14.7％で、最も高い割合となりました。

■身近な行政手続の利便性向上



③「モラル・マナー」と「自転車安全利用」について（N=543）

 ≪福岡市のモラル・マナーの現状≫

 

 

『良い』と回答した方は「公共交通機関の乗車マナー」で66.5％と最も多く、『悪い』と回答した方は「自転

車の走行マナー」で70.3％と最も多くなりました。

『良い』の数値を令和３年度と比較すると、「空き缶やごみのポイ捨てをしない」が最も大きく改善しており

（+14.1ポイント）、次いで「路肩などに迷惑駐車をしない」（+10.5ポイント）、「路上で歩行しながら喫煙しな

い」（+9.3ポイント）となっています。

28.9

20.4

14.4

18.4

17.5

15.1

25.2

25.0

21.9

21.0

20.4

21.9

22.8

23.2

33.7

25.0

29.7

24.1

16.2

12.0

38.9

35.5

28.7

29.1

23.0

44.6

32.6

32.0

22.1

34.6

32.0

33.1

37.0

33.3

20.4

23.8

30.2

29.7

30.2

19.7

19.7

20.6

12.0

17.3

17.5

17.5

24.5

37.0

6.8

11.4

10.1

17.7

23.0

7.7

10.5

10.1

3.1

2.4

6.1

6.3

4.4

2.4

8.3

4.1

8.7

2.0

3.1

5.9

14.2

13.6

0.2

0.2

0.4

0.6

0.4

0.2

0.4

0.2

0.4

0.6

0.2

0.2

0.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路上で歩行しながら喫煙しない

路肩などに迷惑駐車をしない

エスカレーター上を歩かない

公共の場所などに自転車を放置（駐輪）しない

自動車の運転マナー

自転車の走行マナー

電柱やガードレールなどに広告を張らない

飼い犬のふんを放置しない

公共物などに落書きしない

空き缶やごみのポイ捨てをしない

たばこの吸い殻のポイ捨てをしない

公共交通機関の乗車マナー

障がい者用駐車区画を障がい者でない人が

利用しない

点字ブロック上に車両を駐車したり、物を置かない

良い どちらかといえば良い どちらかといえば悪い 悪い わからない 無回答

下段：令和３年度とのポイント差

歩
行
・
運
転
マ
ナ
ー

環
境

そ
の
他

『

良

い

』

『

悪

い

』

62.6 34.1

+9.3 -9.3

45.4 51.9

+10.5 -10.2

44.1 49.5

+4.2 -0.8

42.5 50.6

+5.5 -6.7

33.7 61.5

+6.9 -7.1

27.1 70.3

+4.8 -4.6

64.1 27.2

+7.0 -7.4

60.5 35.2

+6.0 -6.6

50.6 40.3

+7.7 -11.3

50.1 47.4

+14.1 -14.4

43.4 53.2

+7.8 -9.3

66.5 27.4

+7.5 -6.1

55.4 30.2

+5.9 -8.9

55.2 30.7

+2.4 -5.8



≪自転車の利用頻度≫ 

≪自転車損害賠償保険等の加入状況≫（過去調査との比較）

≪ヘルメット着用状況≫ （n=301）

ほぼ毎日
12.5%

週に４～５日程度
5.5%

週に２～３日程度
8.5%

週に１日程度
7.0%

２週に１日程度
3.1%

月に１日程度
3.7%

ほとんど利用しない
15.1%

全く利用しない
43.6%

無回答
0.9%

自転車を『利用している』方のうち、69.1％が加入しています。

加入している 加入していない 加入しているかわからない 無回答

『利用している』
55.4%

※道路交通法の改正により、令和５年４月１日

からすべての自転車利用者のヘルメット着用

が努力義務となりました。

69.1

60.7

64.9

52.4

22.6

26.4

27.9

37.6

8.0

12.9

6.8

9.3

0.3

0.0

0.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5（n=301）

R4（n=333）

R3（n=308）

R2（n=290）

している
11.3%

していない
88.0%

無回答
0.7%



④「再犯の防止」について（N=543）

 ≪犯罪をした人たちの立ち直りに協力したいか≫

 ≪どのような協力をしたいか≫(n=223)

 

 ≪協力したいと思わない理由は何か≫(n=309)

思う

6.3%

どちらかといえば

思う
34.8%

どちらかといえば

思わない
43.1%

思わない

13.8%

無回答

2.0%

57.4

24.2

23.3

15.7

15.7

12.1

11.2

4.0

10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

刑務所作業製品などを購入する

地域の防犯パトロールへ参加する

民間協力者（保護司など）によるセミナーなどに参加する

行政機関などの広報・啓発内容をSNS など（ツイッター、

フェイスブック、ラインなど）を活用して発信する

犯罪をした人たちの相談に乗り、助言やサポートをする

街頭キャンペーンなどへ参加する

更生保護施設に金品などを寄付する

その他

わからない 回答は３つまで

59.9

49.8

37.2

35.0

22.3

7.1

6.8

5.8

3.6

7.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犯罪をした人たちとどのように接すればよいかわからないから

自分や家族の身に何か起きないか不安だから

犯罪をした人たちと関わりを持ちたくないから

具体的なイメージがわかないから

時間的余裕がないから

犯罪をした人たちへの支援などは国や地方公共団体が

行うべきだから

犯罪をした人たちに支援などするべきではないから

自分自身にメリットがないから

興味がないから

その他

わからない
回答は３つまで



 ≪今後福岡市は、再犯防止のためにどのようなことに力をいれていくべきか≫

 

51.6

44.4

29.1

29.1

26.0

23.9

13.6

8.7

2.8

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犯罪をした人たちへの

就労支援につながる取り組み

犯罪をした人たちなどに対し、

被害者の置かれた状況や

心情を理解させる取り組み

再犯防止についての理解を

深めるための広報・啓発活動

犯罪をした人たちへの

支援につながる窓口などの周知

地域ぐるみの、再犯防止に

向けた取り組みの支援

被害者や犯罪をした人たちなどへの

理解に関する学校教育

犯罪をした人たちへの

住宅確保支援

犯罪をした人たちへの

保健医療・福祉制度の利用促進

その他

特にない
回答は３つまで

「犯罪をした人たちへの就労支援につながる取り組み」と回答した方が51.6%と最も多く、次いで「犯罪を

した人たちなどに対し、被害者の置かれた状況や心情を理解させる取り組み」が44.4%となりました。


	０
	 3 

	1
	案
	案2

	2-1
	案1  (広聴課案)

	2-2
	案2

	2-3
	案3　

	3
	案１
	案つづき 

	4
	案 1-1
	案 1-2


